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コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
が
困
難
な
中
、
皆
様
に
は
工
夫
し
な
が
ら
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

去
る
10
月
12
日
「
ぼ
た
ん
の
会
」
設
立
20
周
年
記
念
式
典
を
ホ
テ
ル

白
鳥
に
於
い
て
、
島
根
県
知
事
丸
山
達
也
様
、
国
保
連
合
会
理
事
長
山

本
浩
章
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
会
員
の
皆
様
と

共
に
盛
大
に
挙
行
で
き
ま
し
た
こ
と
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
丸
山
知
事
か
ら
感
謝
状
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様

の
長
年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
講
演
で
は
、
全
国
の
在
宅
保
健
師
等
会
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
元

国
民
健
康
保
険
中
央
会
常
勤
参
与
の
鎌
形
喜
代
実
様
に
、『「
ぼ
た
ん
の

会
」
の
更
な
る
発
展
に
向
け
た
取
組
』
と
題
し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
域
共
生
社
会
が
求
め
ら
れ
る
中
、
新
た
な
つ
な
が
り
、
支
え
合

い
に
向
け
て
広
い
視
点
か
ら
示
唆
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
の
設
立
総
会
で
「
一
人
で
は
活
動
が
で
き
難
い
が
、
仲
間

が
い
れ
ば
楽
し
く
で
き
る
」
と
の
若
月
初
代
会
長
の
こ
と
ば
通
り
、
地

域
に
根
ざ
し
た
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
に
は
「
第
69
回

保
健
文
化
賞
」
を
全
国
在
宅
保
健
師
等
会
で
初
め
て
受
賞
し
、「
ぼ
た

ん
の
会
」
の
歴
史
に
輝
か
し
い
足
跡
を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
保
健
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
電
話
相
談
や
濃

厚
接
触
者
等
の
健
康
観
察
、
３
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の
問
診

等
幅
広
い
健
康
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た

活
動
が
評
価
さ
れ
20
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
「
第
17
回
ヘ
ル
シ
ー
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
光
栄
で
感
慨
深
く
、
皆
様
と

共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

20
周
年
の
節
目
を
機
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
社
会
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
誇
り
を
持
っ
て
私
た
ち
の
活
動
を
後
輩
に
繋
ぎ
、そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
様
の
健
康
長
寿
を
目
指
し
、「
楽
し
く
」
を
合

言
葉
に
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
設
立
20
周
年
記
念
事
業
に
ご
指
導
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
国
保
連
合
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

設
立
20
周
年
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　

 

島
根
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
「
ぼ
た
ん
の
会
」

会
長　

木
　
村
　
久
美
子
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去
る
10
月
12
日
、
松
江
市
「
ホ
テ
ル
白
鳥
」
に
お
い
て
、
会
員
、
来
賓
等
約
50
名
が

出
席
し
「
ぼ
た
ん
の
会
」
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶

　

式
典
冒
頭
、
木
村
久
美
子
会
長
が
主
催

者
挨
拶
。「
４
年
前
の
保
健
文
化
賞
、
今

年
の
ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
の
受
賞

は
、
長
年
の
地
道
な
活
動
が
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
証
し
で
あ
り
、
今
後
も
県
民

の
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
、
誇
り
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞

≪来賓の皆様≫
　島根県知事� 丸　山　達　也
　島根県健康福祉部長� 小　村　浩　二
　島根県健康福祉部医療統括監� 谷　口　栄　作
　島根県健康福祉部健康推進課統括保健指導監� 岩　野　真　保
　島根県市町村保健活動協議会会長� 土　屋　悦　子
　島根県国民健康保険団体連合会理事長� 山　本　浩　章
　島根県国民健康保険団体連合会常務理事� 松　本　新　吾
　島根県国民健康保険団体連合会事務局長� 竹　中　雄　三
　島根県国民健康保険団体連合会事務局次長� 星　野　充　正
� （敬称略）

　

来
賓
の
丸
山
達
也
島
根
県
知
事
は
、「
健

康
づ
く
り
活
動
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
等
、
引
き
続
き
県
民
の
た
め

に
活
動
を
お
願
い
し
た
い
」
と
協
力
要
請

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
山
本
浩
章
国
保
連
合
会
理
事
長

が
登
壇
。「
ぼ
た
ん
の
会
の
活
動
は
、
市

町
村
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
益
で
あ
り
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
支
援

し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

― 

島
根
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
の
更
な
る
躍
進
を
誓
う 

―
国保連合会　山本浩章理事長 島根県 丸山達也知事　

木村会長
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感
謝
状
贈
呈

　

ぼ
た
ん
の
会
の
20
年
間
の
活
動
に
対
し

丸
山
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
木
村
会
長
か
ら
役
員
と
し
て

会
の
発
展
に
尽
力
し
た
会
員
６
名
、
地
域

で
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
た
会
員
25
名
に

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
の
受
賞
に

伴
い
、
木
村
会
長
の
活
動
記
録
を
映
像
で

紹
介
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演

　

元
国
民
健
康
保
険
中
央
会
常
勤
参
与
・

元
千
葉
県
市
川
市
役
所
子
ど
も
部
長
の
鎌

形
喜
代
実
氏
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
形
氏
は
「
４
年
前
の
保
健
文
化
賞
や

今
年
の
ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
の
受

賞
に
よ
り
、ぼ
た
ん
の
会
の
活
動
実
績
は
、

広
く
対
外
的
に
も
認
め
ら
れ
、
木
村
会
長

を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
日
々
の
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
」
と
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
健
師
の
保
健
活
動
に
つ
い
て
、
近
年

は
住
民
に
対
す
る
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
活
動
に
加
え
、
持
続
可
能
で
地
域
特

性
を
い
か
し
た
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
、
災

害
対
応
等
の
推
進
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
言
及
。「
こ
の
度
の
在
宅
保
健
師
等
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
支
援
を
と
お
し
、
公
衆
衛
生
と
い
う

概
念
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
」
と

災
害
や
感
染
症
対
策
へ
の
考
え
方
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
活
動
の

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
日
常
の
活
動
で

感
じ
る
質
的
情
報
に
デ
ー
タ
を
加
味
す
る

こ
と
に
よ
り
更
に
効
果
的
な
活
動
に
な
り

ま
す
。
今
後
も
国
保
連
合
会
と
連
携
を
図

り
、
情
報
収
集
や
研
修
会
等
様
々
な
活
動

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

述
べ
ら
れ
、
今
後
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
ぼ
た

ん
の
会
」
に
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
に
向
け
、

こ
れ
か
ら
の
「
ぼ
た
ん
の
会
」
の
活
動
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
示
唆
に
富
ん
だ
講
演

と
な
り
、
会
員
一
同
、
今
後
も
地
域
保
健

の
向
上
に
な
お
一
層
貢
献
す
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

丸山知事から感謝状贈呈受賞者代表 中路さんへ感謝状贈呈

ヘルシー・ソサエティ賞受賞報告

鎌形喜代実氏の記念講演 来賓の方々来賓の方々

「
ぼ
た
ん
の
会
」の
更
な
る
発
展

に
向
け
た
取
組

～
設
立
20
周
年
記
念
に
寄
せ
て
～
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雲
南
地
区
　
曽
田
　
富
代

コ
ロ
ナ
禍
の
市
町
村
の
保
健
活
動
支
援

コ
ロ
ナ
禍
の
市
町
村
の
保
健
活
動
支
援

　
　
　
　
　
―

　
　
　
　
　
―  

市
町
の
枠
を
超
え
た
広
域
的
支
援

市
町
の
枠
を
超
え
た
広
域
的
支
援  

――

　

若
い
保
健
師
を
少
し
で
も
手
助
け

し
よ
う
と
の
想
い
で
始
め
た
雲
南
地

区
の
検（
健
）診
支
援
（
問
診
等
）
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ

り
今
年
度
は
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
問

診
も
加
わ
り
ま
し
た
。
合
併
前
10
町

村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
当
地
区
の
会

員
は
、
保
健
所
を
中
心
に
検
診
の
実

施
や
フ
ォ
ロ
ー
方
法
、
健
康
手
帳
作

成
、
子
ど
も
の
療
育
教
室
事
業
構
築

や
運
営
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が

あ
り
、
抵
抗
な
く
市
町
の
枠
を
超

え
た
広
域
的
支
援
が
で
き
て
い
ま

す
。
市
町
に
よ
り
実
施
方
法
や
住
民

の
方
の
反
応
も
違
い
、
私
た
ち
の
学

び
に
も
な
り
ま
す
。
現
場
の
保
健
師

の
頑
張
り
と
大
変
さ
も
目
の
当
た
り

に
し
ま
す
。
２
年
目
と
も
な
れ
ば
治

ま
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
で
す
が
、
変
異
株
の
出
現
に
よ

り
、
だ
れ
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
衆

衛
生
を
学
び
実
践
し
て
き
た
者
と
し

て
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
健
康
と
は
身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
で
、
単
に

虚
弱
で
は
な
い
と
い
う
状
態
で
は
な

い
」
の
原
点
に
か
え
り
、
一
日
も
早

く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

健
全
な
社
会
と
国
民
の
生
活

の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
向
上
に
貢
献

し
た
人
を
称
え
る
ヘ
ル
シ
ー
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
門
）
を
「
ぼ
た
ん
の
会
」

木
村
久
美
子
会
長
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
同
賞
は
、
日
本
看
護

協
会
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
２
０
０
４
年
に

創
設
し
た
も
の
で
、
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら

れ
た
５
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
昨
年
度
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
保
健
所
に
お
け
る
電

話
相
談
、
濃
厚
接
触
者
等
の
健
康
観
察
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
お
け
る
問
診
、
接

種
後
の
経
過
観
察
な
ど
を
行
い
、
行
政
の

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
積
極
的
に
補
っ
て
い

ま
す
。

　

島
根
県
の
丸
山
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た

木
村
会
長
は
、「
会
の
代
表
と
し
て
大
変

光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
」
と
受
賞
の
報
告

を
し
ま
し
た
。
丸
山
知
事
か
ら
は
、「
ぼ

た
ん
の
会
の
活
動
は
大
変
心
強
く
、
会
員

の
皆
様
の
お
力
添
え
に
感
謝
し
ま
す
」
と

労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

受
賞
に
つ
い
て
は
、
新
聞
（
中
央
紙
、
地
方
紙
）

の
ほ
か
『
文
藝
春
秋
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

介介
地地 区区 活活 動動 紹紹

丸山知事に受賞報告丸山知事に受賞報告

受賞者の皆さん（向かって左から）
和田耕治国際医療福祉大学教授、高橋和枝大阪府看護協会会長、
木村久美子会長、森下竜一大阪大学教授、西浦博京都大学教授

「
ぼ
た
ん
の
会
」

「
ぼ
た
ん
の
会
」
木
村
久
美
子

木
村
久
美
子
会
長
会
長
がが

第第
1717
回回  

ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞

ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
をを
受
賞
受
賞
!!!!

　
　
　
―

　
　
　
―  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
貢
献

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
貢
献  

――
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松
江
地
区
　
星
野
　
由
美

　
出
雲
地
区
　
今
岡
　
き
み
子

コ
ロ
ナ
禍
の
松
江
地
区
の
活
動

コ
ロ
ナ
禍
の
松
江
地
区
の
活
動

コ
ロ
ナ
禍
の
ぼ
た
ん
座
活
動

コ
ロ
ナ
禍
の
ぼ
た
ん
座
活
動

　

令
和
２
年
春
、
県
下
初
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
確
認
後
、
県
の
要
請
で
、
ぼ
た
ん

の
会
は
保
健
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
電
話
相

談
の
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。
第
一
線
業

務
か
ら
退
い
て
久
し
く
、
緊
張
し
つ
つ
電

話
相
談
に
あ
た
り
ま
し
た
。
９
月
、
24
時

間
対
応
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設
に
よ

り
、
ぼ
た
ん
の
会
は
主
に
濃
厚
接
触
者
の

健
康
観
察
と
な
り
ま
し
た
。
受
話
器
か
ら

は
、
制
約
さ
れ
た
生
活
へ
の
不
安
や
戸

惑
い
も
伺
わ
れ
、
短
い
会
話
な
が
ら
気

遣
い
つ
つ
慎
重
な
声
か
け
に
努
め
ま
し

　

出
雲
地
区
の
ぼ
た
ん
座
は
平
成
15
年
に

７
人
の
座
員
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
初

か
ら
の
座
員
は
２
人
の
み
で
す
が
現
在
は

12
人
と
な
り
、
台
本
も
７
作
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
上
演
が

困
難
と
な
っ
た
令
和
２
年
１
月
か
ら
、
認

知
症
の
初
期
段
階
の
理
解
の
た
め
の
台
本

づ
く
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
何
度
も

話
し
合
い
、
手
直
し
を
重
ね
、
ま
た
、
将

棋
の
駒
な
ど
小
道
具
も
手
作
り
し
、
令
和

３
年
２
月
に
「
忘
れ
て
も
い
い
ん
だ
よ　

希
望
を
も
っ
て
生
き
よ
う
よ　

～
認
知
症

初
期
の
人
と
の
か
か
わ
り
～
」
と
題
し
大

津
地
区
で
初
演
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
62
人
の
参
加
者
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
か
ら
の
取
材
・
放
映
も
あ
り
、
多
く
の

方
に
認
知
症
に
つ
い
て
啓
発
が
出
来
ま
し

た
。
最
近
で
は
９
月
に
佐
田
地
区
の
高
齢

者
サ
ロ
ン
で
上
演
し
、
今
後
も
月
１
回
の

し
た
。
演

奏
者
の
斎

藤
浩
さ
ん

は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か

ら
帰
国

後
、
東
日

本
大
震
災

被
災
地
で

毎
年
続
け

た
。
健
康
観
察
対
象
の
方
か
ら

県
へ
「
毎
日
の
電
話
で
不
安
が

払
拭
さ
れ
、
待
機
期
間
を
乗
り

切
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
感
謝

の
電
話
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
感
染
者
の
減
少
で
一
旦
、

ぼ
た
ん
の
会
の
電
話
相
談
は
中

断
と
な
り
ま
し
た
が
、
７
月
第

五
波
の
到
来
で
再
開
と
な
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一

刻
も
早
い
収
束
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

感
染
者
が
激
減
し
た
今
年
３

月
初
旬
、
松
江
地
区
で
は
会
員

研
修
と
し
て
、
ツ
イ
ン
バ
ロ
ン

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
古
楽
器
）
を
企
画
し
ま

の
多
発
す
る
日
本

各
地
の
被
災
者
に

も
思
い
を
寄
せ
る

と
共
に
、
ツ
イ
ン

バ
ロ
ン
の
優
し
い

音
色
に
癒
さ
れ
た

至
極
の
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

一
年
余
り
の
自
粛

生
活
後
で
あ
り
、

あ
ち
こ
ち
に
久
々

の
歓
談
を
喜
び
合

う
笑
顔
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。
最
後

に
皆
で
「
春
よ
来

い
」
を
歌
っ
て
会

を
閉
じ
ま
し
た
。

て
来
た
巡
回
演
奏
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶

え
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
災
害

上
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
た
め
に
、
換
気
に
留
意
し

た
密
を
避
け
る
会
場
で
、
座
員
及
び
来
場

者
の
健
康
確
認
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
着
用
、
マ
イ

ク
を
使
用
し
大
声
は
出
さ

な
い
、
シ
ナ
リ
オ
の
変
更

（
参
加
者
と
一
緒
の
合
唱

は
や
め
簡
単
な
体
操
を
す

る
）
等
の
工
夫
を
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
で
楽
し
み

な
が
ら
無
理
を
し
な
い
で

活
動
を
続
け
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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会員数　145名（令和３年９月現在）

― 新会員から一言 ―

新しい仲間が増えました

「ぼたんの会」役員
会 　 長 木　村　久美子
副 会 長 馬　場　真由美

地
区
幹
事

松 江 永　江　尚　美
隠 岐 山　本　久美子
出 雲 小　中　綾　子
雲 南 曽　田　富　代（新）
大 田 森　山　隆　子
浜 田 馬　場　真由美
益 田 長　野　知惠子

監 事
中　路　紀美代
妹　尾　美智子

任期：令和３年４月１日～任期：令和３年４月１日～
� 令和５年３月31日� 令和５年３月31日

広報委員
松 江 地 区 星　野　由　美
出 雲 地 区 今　岡　きみ子
大 田 地 区 森　山　隆　子
任期：令和２年４月１日～任期：令和２年４月１日～
� 令和４年３月31日� 令和４年３月31日

　定年というゴールを迎えてからさらに３年、今年３月に退職をしました。
　コロナ禍が拡大する中、後輩の保健師はさぞ大変な日々だろうと想像しながら、自分と家族のことだけの生活を送っています。
　この度、ぼたんの会に入会させていただきました。パワフルな先輩方のエネルギーを浴びて、自分を活性化していきたいと思っています。よろしくお願いします。

〈松江地区〉　岩本　美智子 さん

　３月に県を退職し、再任用職員として雲南保健所に勤務
しています。現職時代に、ぼたんの会の方とお目にかかる
度に、皆様のパワーに圧倒され、自分が会員になることは
想像できませんでした。しかし、懐かしい先輩に声をかけ
て戴き会員となりました。
　諸先輩とお目にかかれる日を楽しみにしています。どう
ぞよろしくお願いします。

〈出雲地区〉　岡　礼子 さん

　今年度から入会させていただきました。
　３月末に出雲保健所を最後に島根県を退職し、４月からは
再任用職員として、県立こころの医療センター 地域生活支
援室で相談業務にあたっています。
　保健所在職中、新型コロナウイルス感染症の電話相談に「ぼ
たんの会」の諸先輩の皆様にご協力いただき、とても心強く
感謝いたしました。
　現在、病院でも面会などの制約がある中で、よりいっそう
「人とのつながりの大切さ」を実感しているところです。ま
だ「ぼたんの会」の活動に参加できていませんが、先輩の皆
様方にお会いできるのを楽しみにしています。どうぞよろし
くお願いいたします。

〈出雲地区〉　成相　房枝 さん

　雨、又、雨のこの夏、コロナ発生をテレビで見ながら
自粛の日を送っております。朝、カーテンを開けると、
朝顔が10個近くも開き、百日紅の柔らかいピンクが心
をあたたかくしてくれます。明るく活動的な皆様のお仲
間になれたことを喜んでおります。宜しくお願いします。

〈松江地区〉　藤田　悦子 さん

　４月から再任用職員として出雲保健所医事・難病支援課で
勤務しています。保健師活動の初心にかえるような思いで難
病や結核のケース対応を行うとともに未だ収束が見通せない
コロナ感染症対応を行っています。「ぼたんの会」で先輩の
皆様とお話できることを楽しみにしています。どうぞよろし
くお願いいたします。

〈出雲地区〉　青戸　有子 さん

新役員体制でスタートしました！

　島根県の再任用職員退職後、現在は雲南保健所で育休
代替職員として勤務しています。「ぼたんの会」の活動は、
会報や新聞報道等で拝見していますが、コロナ禍におい
て専門職である「ぼたんの会」への期待が益々高まって
いることを実感しています。今後、諸先輩、地域の方々
と一緒に活動できることを楽しみにしています。どうぞ
よろしくお願いします。

〈雲南地区〉　太田　澄子 さん

　保健師として旧吉田村で30歳から42歳まで勤務しました。あれから30年、古希を過ぎた今、友人の一言で「ぼたんの会」の仲間入りをさせていただきました。　保健師時代は、私の人生にとって結構濃い12年間でした。当時吉田村は一人保健師、経験値ゼロの私は皆様に育てていただきました。理由あって突然退職することになったのですが、今また皆様にお会いする機会をいただくのも何かのご縁かなと思います。一期一会に感謝です。　よろしくお願いいたします。

〈雲南地区〉　堀江　三重子 さん

　ぼたんの会に入会させていただきありがとうございます。
昨年からフルタイムの仕事を辞め家にいます。先輩の皆様の
ご活躍はあちこちで伺っています。私も微力ながらお役に立
てることがあれば声をかけていただきますようよろしくお願
いいたします。

〈松江地区〉　山本　知子 さん

　今年、「ぼたんの会」は設立20周年を迎えま
した。コロナ禍の中、延期していた式典は、縮
小した形となりましたが無事終えることができ
ました。本号では、式典の様子やコロナ禍の中
での会員の活動を紹介すると共に、木村会長の
ヘルシー・ソサエティ賞の受賞を報告し、共に
喜びを分かち合いたいと思います。
　社会情勢の変化と共に、「ぼたんの会」の活
動は少しずつ変化しています。しかし、設立当
初の諸先輩の思いは、会員一人一人の心の中に
しっかりと根を下ろしており、今後も脈々とつ
ながれていくのだと強く思いました。
　思いを受け継ぎながら、それぞれの地区で住
民に寄り添う保健活動をされている会員の皆さ
んに、心からエールを送ります。
　健康に気をつけ、「生涯現役」をモットーに
楽しく活動していきましょう。
� 広報委員　　森山　隆子

編 集 後 記
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